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　開会日には、本県の新型コロナウイルス感染状況に応じた感染拡大防
止と経済・雇用対策等を盛り込んだ６月補正予算などが提案され、新
たな交流拠点の整備などの重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、６月25日には、新型コロナワクチンの迅速な接種を推進
するための補正予算が追加提案されました。
　代表・一般質問では、知事の政治姿勢、ワクチン接種の促進、コロ
ナ禍における子ども･親･県内大学生等への支援などの新型コロナウイル
ス感染症関連施策、とくしま記念オーケストラ事業、徳島文化芸術ホー
ル（仮称）の整備、県立博物館のリニューアルなどに係る文化関連施策、
県産材の利用拡大、DXの推進、県内事業者の業と雇用を守る経済対策、
認知症の方の社会参加、読書バリアフリーなどについて論議しました。
　今定例会では、風力発電に係る「環境影響評価手続の抜本的な見直
しを求める意見書」、規則改正１件を議員提出し、可決しました。また、
知事提出議案24件を原案どおり可決・同意し、請願１件を採択しました。

●可決・同意された議案
○令和３年度補正予算
　・一般会計（３件）／補正予算額は44億5,389万１千円の増額で、補正

後の予算は、5,300億3,960万５千円
　・特別会計（１件）
○条例の改正（10件）
　・職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正  など
○指定管理者の指定（１件）　○契約案件（３件）　○人事案件（４件）
○その他（３件）
　・徳島県議会会議規則の一部改正について（議員提出）など
●可決された意見書（１件）
　・環境影響評価手続の抜本的な見直しを求める意見書
●採択された請願（１件）
　・新型コロナウイルス感染症に関しPCR検査の検体採取を教職員に当た

らせないよう求める請願

令和３年５月臨時会の概要 
　令和３年５月20日、臨時会が招集され、県内飲食店への営業時間短
縮要請の再延長等に伴う県民･事業者への支援及び感染拡大抑止を図る
緊急対策としての総額67億円の５月補正予算や、時短要請協力金の迅
速な支給等に要する危機管理調整費40億円の専決処分などが可決・承
認されました。
　また、臨時会に先立ち、県土整備委員会及び経済委員会を合計３回開
き、新型コロナウイルス感染症への対応や、徳島県飲食関連事業者一時
支援金の創設などについて、県の担当者から説明を受け、審議を行いま
した。

６月定例会の主な審議の結果

■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに掲載
しています。 徳島県議会　定例会の概要 検 索

　県議会では、県民の皆様に、議会に親しみを持っていただ
けるよう、議事堂の見学会を実施しています。令和２年度か
らは、小学生向けのメニューを追加し、実際に議場で本会議
の模擬体験ができる「子ども模擬議会」を実施しています。
　令和３年５月25日・26日、６月４日、徳島市昭和小学校
６年生の皆さんが、この「子ども模擬議会」を体験しました。
　議会事務局から議会の概要について説明を受けた後、児童
が議員役と知事役（県幹部役）に別れ、「県政に関する一般質
問」と「採決」を体験しました。
※新型コロナウイルス感染症予防対策のため、クラスごとに別の日程

で、手指消毒、マスク着用により実施しました。

議会見学会のご案内
　議事堂を見学してみませんか。学校
の社会見学や地域での学習会などにも
ご活用ください。電話でお申し込みの
上、見学申込書を提出してください。

子ども模擬議会（議会見学会）開催

申込方法
等は
こちら

新型コロナウイルス感染拡大の防止と経済・雇用対策の
両立及び重要課題に切れ目なく対応

６月定例会の概要 令和３年６月21日～７月９日会 期

TEL：088-621-3010
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国
や
自
治
体
等
が
一
丸
と

な
っ
て
脱
炭
素
化
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
。
県
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
が
、

今
後
、
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

全
国
初
の
副※

３

生
水
素
に
よ
る

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

す
る
。
12
月
を
め
ど
に
脱
炭
素
の
基

盤
と
な
る
重
点
対
策
を
盛
り
込
み
、

県
版
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
し
取
り
組
み
を
進
め
る
。

	

本
県
の
養
鶏
産
業
や
地
域
経

済
を
守
り
抜
く
た
め
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
、
よ

り
一
層
の
防
疫
対
策
強
化
を
早
急

に
図
る
べ
き
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

	
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
ア

ラ
ー
ト
を
新
た
に
設
定
し
、
早
め
早

め
の
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、

本
県
独
自
の
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ

く
防
疫
指
導
の
展
開
な
ど
、
万
全

の
対
策
を
講
じ
る
。

	

ワ※
４

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
交

流
か
ら
将
来
的
な
移
住
へ
の
発
展

も
見
据
え
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
徳
島
へ
人
を
呼
び
込
む
政

策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

航
空
会
社
と
の
人
事
交
流
ス

タ
ッ
フ
の
人
脈
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
に
よ

る
地
域
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
等
、

徳
島
な
ら
で
は
の
「
ア
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
推
進
に
取
り
組
む
。

	

県
立
学
校
の
施
設
を
使
用
す

る
こ
と
は
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
活
動
で
き
る
よ
う
、
県
立
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

	

施
設
の
一
部
を
開
放
し
て
い

る
学
校
に
対
し
、
地
域
開
放
の
仕

組
み
が
し
っ
か
り
と
運
用
さ
れ
る

よ
う
学
校
内
で
開
放
規
程
の
周
知

徹
底
を
図
り
、
開
か
れ
た
学
校
に

向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

	

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
、
厳
し
い
現
状
へ
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
交
通
遺
児
に
対
し
、
新

し
い
生
活
様
式
対
応
型
の
さ
ら
な

る
支
援
を
迅
速
に
行
う
べ
き
。

	

小
・
中
・
高
の
奨
学
金
受
給

者
全
員
に
一
律
の
給
付
金
を
支
給

す
る
応
援
一
時
金
制
度
を
創
設
し
、

７
月
中
に
支
給
す
る
。
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
に
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

	

ヤ※
７

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に

発
見
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る

に
は
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育

等
関
係
機
関
の
正
し
い
理
解
と
認

識
が
必
要
。
支
援
機
関
へ
の
周
知･

啓
発
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

具
体
的
施
策
の
展
開
に
向
け
、

庁
内
関
係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
新
た
に
設
置
。
11

月
に
は
専
門
家
を
招
い
た
研
修
会

を
開
催
し
、
関
わ
る
専
門
機
関
が

一
同
に
会
し
、
認
識
を
深
め
る
。

	

強
い
感
染
力
を
持
つ
変
異
株

を
早
期
に
探
知
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
検
査
体
制
の
充
実
強
化

等
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
県
民

の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

京
阪
神
か
ら
の
流
入
に
備
え
、

関
西
広
域
連
合
で
の
連
携
を
強
化
す

る
ほ
か
、
様
々
な
変
異
株
を
検
出
す

る
ゲ
ノ
ム
解
析
を
本
県
で
機
動
的
に

行
う
な
ど
、
攻
め
の
検
査
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

	

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
を
前

に
、
高
校
生
が
成
年
の
自
覚
を
持

ち
、
自
立
し
て
行
動
す
る
た
め
に

は
、
実
社
会
と
の
接
点
を
重
視
し
た

学
習
が
必
要
。
高
校
生
の
社
会
に
参

画
す
る
力
を
ど
う
育
成
す
る
の
か
。

	

鳴
門
市
の
実
践
校
で
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
調
査
や
討
論
等
を
行

い
、
解
決
策
の
提
案
を
目
指
す
。
ま

た
、
県
内
全
て
の
公
立
高
校
の
生

徒
会
を
つ
な
ぐ
高
校
生
リ
ー
ダ
ー

未
来
会
議
を
新
た
に
開
催
す
る
。

	

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
改
正
で
、
海
域
の
状
況
に
応

じ
て
窒
素
や
リ
ン
等
の
栄
養
塩
の

供
給
が
可
能
と
な
る
こ
の
機
に
、

ノ
リ
や
ワ
カ
メ
の
色
落
ち
や
不
作

対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
併
せ
、

ノ
リ
類
を
対
象
に
本
県
独
自
の
施
肥

技
術
の
実
証
試
験
を
広
域
的
に
展
開

し
、
現
場
実
装
を
加
速
さ
せ
る
。
ワ

カ
メ
の
予
備
試
験
も
実
施
し
、
実
用

化
に
向
け
改
良
を
進
め
る
。

	

徳
島
南
部
自
動
車
道
は
本
年

３
月
、
徳
島
沖
洲
・
徳
島
津
田

間
が
開
通
し
た
。
い
よ
い
よ
徳

島
津
田
以
南
の
整
備
を
加
速
す

べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

	

立
江
櫛
渕
・
阿
南
間
の
供
用
時

期
の
早
期
公
表
や
、
５
か
年
加
速
化

対
策
の
安
定
的
な
予
算
確
保
に
向
け

た
当
初
予
算
で
の
措
置
を
国
に
強
く

訴
え
、
一
日
も
早
い
全
線
供
用
に
取

り
組
む
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
次

な
る
感
染
拡
大
で
あ
る
第
５
波
に

い
つ
見
舞
わ
れ
て
も
不
思
議
で
な

く
、
備
え
が
大
事
で
あ
る
。
第
４

波
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
充
実
強
化
す
る
の
か
。

	

帰
省
者
へ
の
事
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
開
始
や
、
変
異
株
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
体
制
の
強
化
を
図
り
、
加

え
て
コ
ロ
ナ
対
応
病
床
や
宿
泊
療
養

施
設
を
は
じ
め
、
万
全
の
医
療
提
供

体
制
を
確
保
す
る
。

	

コ
ロ
ナ
克
服
へ
の
切
り
札
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、

希
望
の
光
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代
を
見
据
え
、
本
県
経
済
の
再
生

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

５
Ｇ
の
研
究
開
発
支
援
や
人

材
育
成
に
よ
る
事
業
創
出
に
加
え
、

企
業
の
Ｇ※

１

Ｘ
投
資
、
Ｄ※

２

Ｘ
実
装
の

促
進
や
、
新
た
な
人
の
流
れ
の
創

出
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
徳
島

経
済
の
実
現
を
図
る
。

	

豪
雨
災
害
が
増
加
す
る
中
、

鮎
喰
川
中
流
域
や
田
宮
川
等
の
中
小

河
川
で
は
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
が

未
作
成
。
洪
水
時
の
住
民
避
難
に

つ
な
が
る
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
に
向

け
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

県
管
理
の
中
小
河
川
全
区
間

に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
洪
水
浸
水

想
定
図
の
策
定
に
着
手
。
ま
た
、
市

町
村
に
よ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
フ※

５

ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
を
支
援
す
る
。

	

公
立
高
校
入
試
の
特
色
選
抜

は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
偏
り
や
選
手
の

分
散
等
、課
題
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
・
芸
術
面
で
子
ど
も
の
さ
ら

な
る
育
成
を
図
る
た
め
、
特
色
選

抜
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
。

	

特
色
選
抜
を
中
心
に
選
抜
方

法
の
改
善
を
検
討
し
、
今
年
秋
頃
に

現
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
令

和
５
年
度
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

を
公
表
。
ま
た
、
全
高
校
で
策
定
し

た
ス※

６

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
も
反
映
。

	

「
県
内
学
生
と
く
し
ま
ぐ
ら
し

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
生

活
支
援
を
今
後
も
継
続
し
、
将
来

的
な
徳
島
へ
の
定
住
・
回
帰
に
資

す
る
絆
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
る

べ
き
。
今
後
の
展
開
は
。

	

支
援
を
受
け
た
学
生
に
徳
島

の
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
を
発
信
。

移
住
サ
ポ
ー
ト
企
業
や
「
と
く
し

ま
若
者
回
帰
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と

も
連
携
し
、
若
者
の
将
来
的
な
徳

島
へ
の
定
住
・
回
帰
に
つ
な
げ
る
。

代表質問から 主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

徳
島
南
部
自
動
車
道
の
南
伸
に

向
け
、
さ
ら
な
る
整
備
加
速
を嘉

か
見
み
博
ひろ
之
ゆき

（徳島県議会自由民主党）

岡
おか
田
だ
理
り
絵
え

（徳島県議会自由民主党）

庄
しょうの
野昌

まさ
彦
ひこ

（新風とくしま）

東
とうじょう
条恭

きょうこ
子

（新しい県政を創る会）

井
い
川
かわ
龍
りゅうじ
二

（徳島県議会自由民主党）

須
す
見
み
一
かず
仁
ひと

（徳島県議会自由民主党）

洪
水
時
の
住
民
避
難
に
つ
な
が
る

ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
を

地
域
ス
ポ
ー
ツ
強
化
に
向
け
、

県
立
学
校
施
設
の
開
放
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
変
異
株
に
よ
る

感
染
拡
大
抑
止
へ
の
取
り
組
み
は

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
、

地
方
か
ら
取
り
組
み
を

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る
た
め

の
教
育
へ
の
取
り
組
み
は

一般質問から

	

本
年
四
月
に
国
が
生い

の
ち命
の
安
全

教
育
の
た
め
の
教
材
を
作
成
し
た
。

こ
の
教
材
を
活
用
し
、
子
ど
も
を

性
暴
力
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
傍
観
者
に
も
し
な
い
た
め
の
教

育
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

	

全
て
の
学
校
の
人
権
教
育
担

当
教
員
を
対
象
に
、
教
材
を
活
用

し
た
授
業
づ
く
り
の
研
修
を
実
施
。

ま
た
、
性
被
害
に
気
付
き
に
く
い
低

学
年
か
ら
授
業
研
究
に
取
り
組
み
、

県
内
に
成
果
の
横
展
開
を
図
る
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
市
町
村
が
実
施
主
体
で
あ
る

が
、
感
染
が
長
期
化
す
る
中
で
、

接
種
の
要
で
あ
る
打
ち
手
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

市
町
村
の
集
団
接
種
会
場
へ

の
医
療
従
事
者
の
派
遣
に
加
え
、

県
の
大
規
模
集
団
接
種
会
場
で
は
、

潜
在
看
護
師
に
参
画
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
多
く
の
医
療
従
事
者
が

参
画
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。

	

男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
促

す
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
期

待
す
る
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て

も
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
が
重
要
だ
が
、
育
児
休
業
の

取
得
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

	

県
で
は
、
男
性
職
員
の
育
児

参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
重

点
的
に
実
施
。
県
内
企
業
に
対
し
て

は
、
は
ぐ
く
み
支
援
企
業
と
し
て

認
証
・
表
彰
し
、
子
育
て
し
や
す

い
雇
用
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

とくしま県議会だより（2）



答答 答

答 答答

常任委員会 特別委員会6月定例会委員会の概要
●総務委員会
　公安委員会関係では、県内の薬物
犯罪情勢、交通安全教育等について、
経営戦略部・監察局関係では、既存
ストックの有効活用、個人県民税の
税収等について、政策創造部関係で
は、徳島県過疎地域持続的発展方針
案、県内のＷi−Ｆi 環境の整備状況
について、未来創生文化部関係では、
徳島文化芸術ホール（仮称）、とくし
ま記念オーケストラ事業についてな
ど、それぞれ質疑や提言がありました。
　
●文教厚生委員会
　教育委員会関係では、公立高等
学校における入学者選抜方法の改
善について、通学路の安全対策に
ついて、校則の見直しについて、
保健福祉部・病院局関係では、新型
コロナウイルス感染症に関し、ワ
クチン接種、医療機関・高齢者施設
等における検査体制について、こ
のほか次

※９

世代シーケンサーの導入、
マダニ対策についてなど、それぞれ
質疑や提言がありました。

●地方創生対策特別委員会
　ターンテーブルに関し、施設運
営の状況、ポストコロナを見据え
た取り組み等について、質疑があ
りました。そのほか、農業の人材
育成、空き家対策、関係人口拡大
への取り組み、地域おこし協力隊
の状況、特定地域づくり事業協同
組合の概要、テレワークの現状と
見通し、ＤＭＶの運行開始時期の見
直しなどについて、質疑や提言が
ありました。
　
●防災・感染症対策特別委員会
　土砂災害警戒区域等に関し、県
内の指定状況、ハザードマップの周
知等、新型コロナウイルスワクチン
に関し、大規模集団接種及び職域
接種の状況、ワクチンの供給状況等
について質疑がありました。そのほ
か、砂防堰

えん
堤
てい
の維持・点検、平石山

鉱山への土砂搬入、耐震ベッド等の
整備、道幅の狭い地域での避難対
策、コロナ禍における学校行事等に
ついて、質疑や提言がありました。

●経済委員会
　農林水産部関係では、コロナ禍に
おけるターンテーブルの取り組み、
鳥獣被害対策及びジビエ活用につ
いて、ため池及び農地への太陽光
パネルの設置について、商工労働
観光部関係では、Ｄ

※２

Ｘ 推進のための
人材育成について、企業 ＢＣＰ の策
定状況及び策定支援に向けた取り
組み、もっと！とくしま応援割に
ついてなど、それぞれ質疑や提言
がありました。
　
●県土整備委員会
　企業局関係では、駐車場事業会
計の決算概要、自然エネルギー自
給率向上に向けた取り組みについ
て、危機管理環境部関係では、徳島
プレミアム生活衛生クーポン、新
型コロナウイルス感染症対策の具
体的な取組状況について、県土整
備部関係では、ＪＲ 牟岐線への新駅
設置に係るアンケート調査、吉野
川アンダーパスについてなど、そ
れぞれ質疑や提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　徳島県水素グリッド構想に関し、
水素の安全性や今後の事業展開な
ど、県版脱炭素ロードマップの策
定状況、プラスチックごみの発生
抑制について質疑がありました。
そのほか、野生鳥獣による農林水
産業被害や有害鳥獣の生息状況、
県管理河川の環境保全、学校にお
ける水教育、エシカル消費の取り
組み状況などについて、質疑や提
言がありました。
　
●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　保育所等入所待機児童数に係る
要因や今後の展望、福祉系高校修
学資金貸付事業について質疑があ
りました。そのほか、子どもの交
通事故対策としての各種取り組み、
市町村での産前産後サポートの状
況、医療的ケア児支援センター、
認知症の疑いのある行方不明者、
ヤ
※７

ングケアラーに対する今後の取
り組みなどについて質疑や提言が
ありました。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
ワ

ク
チ
ン
副
反
応
被
害
者
救
済
制
度

の
体
制
と
し
て
、
県
が
予
防
接
種

健
康
被
害
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、

市
町
村
の
支
援
を
す
べ
き
。

	

県
民
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
環
境
を
整
え
、
救
済
制
度
の
内

容
や
手
続
き
等
を
し
っ
か
り
広
報

す
る
と
と
も
に
、
実
施
主
体
で
あ

る
市
町
村
が
救
済
請
求
に
機
動
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

	

と
く
し
ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
事
業
に
つ
い
て
、
県
側
の
見

積
書
、
請
求
書
の
作
成
や
、
経

費
の
水
増
し
は
な
か
っ
た
の
か
。

知
事
が
指
示
を
し
た
の
で
は
な

い
の
か
。

	

経
費
は
複
数
の
県
や
楽
団
と

比
較
検
証
し
、
高
額
で
な
い
こ
と
を

議
会
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
。
予
算
・

決
算
は
、
運
営
す
る
徳
島
県
文
化

振
興
財
団
で
審
議
さ
れ
、
承
認
を

得
た
と
聞
い
て
い
る
。

	

県
立
学
校
に
お
け
る
温
水
洗

浄
機
能
付
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
、

手
洗
い
蛇
口
の
自
動
水
栓
化
に
つ

い
て
、
早
急
に
整
備
計
画
を
作
成

し
、
目
標
を
決
め
て
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

	

県
立
学
校
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
温
水
洗
浄
機
能
付
洋
式

ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

蛇
口
の
自
動
水
栓
化
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
総
合
寄
宿
舎
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
や
親
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
う

つ
症
状
や
虐
待
が
増
加
す
る
な
ど
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

と
親
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識

し
、
支
援
に
取
り
組
む
の
か
。

	

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、

子
育
て
や
生
活
に
お
け
る
不
安
解

消
の
対
策
が
急
務
と
認
識
。
調
査

チ
ー
ム
に
よ
る
実
態
調
査
を
行
い
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
迅
速
か
つ
包

括
的
な
支
援
に
取
り
組
む
。

	

デ
ジ
タ
ル
化
を
け
ん
引
し
て

き
た
本
県
の
強
み
を
生
か
し
、
ロ※

８

ー

カ
ル
５
Ｇ
を
県
内
全
域
へ
展
開
し
、

実
装
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
県

民
が
目
に
見
え
る
形
で
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
具
現
化
す
べ
き
。

	

９
月
か
ら
、
三
好
病
院
と
中

央
病
院
を
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
接
続

し
、
８
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

内
視
鏡
に
よ
る
手
術
映
像
を
共
有

す
る
全
国
初
の
実
証
事
業
を
開
始
。

未
来
技
術
の
実
装
に
取
り
組
む
。

	

国
道
４
３
９
号
は
、
観
光
地

に
向
か
う
道
路
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
、
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
大
規
模

な
道
路
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る

落
合
工
区
の
開
通
見
通
し
は
。

	

国
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策

に
加
え
、
５
か
年
加
速
化
対
策
も
最

大
限
に
活
用
。
に
し
阿
波
の
本
格

的
な
観
光
需
要
回
復
に
貢
献
で
き

る
よ
う
来
年
３
月
に
開
通
さ
せ
る
。

井
いのした
下泰

ひろ
憲
のり

（徳島県議会自由民主党）

達
たつ
田
た
良
よし
子
こ

（日本共産党）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
と

親
の
状
況
を
踏
ま
え
た
支
援
を

県
と
し
て
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
の
設
置
を

※１【ＧＸ投資】
　ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）とは、温室効果ガスを発
生させない再生可能エネルギーへの転換など、地球環境の保全に向けた
産業構造や社会経済の変革を促進し、成長につなげること。ＧＸ投資は
そういった分野へ投資すること。

※２【ＤＸ】
　デジタルトランスフォーメーション。デジタル技術の浸透により、既
存の価値観や枠組みを変革していくこと。

※３【副生水素】
　苛

か

性
せい

ソーダ製造過程などにおいて生成される水素のこと。

※４【ワーケーション】
　仕事（Ｗork）と休暇（Ｖacation）を組み合わせた造語で、テレワー
ク等を活用し、普段の職場や居住地から離れ、地域などで仕事をしなが
ら、休暇の時間を組み合わせること。徳島ならではのワーケーションを
「アワーケーション」として推進している。

※５【ファミリータイムライン】
　住民（家族等）が、台風の接近などによって河川の水位が上昇する時
に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめ
たもの。「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待される。

※６【スクール・ポリシー】
　各公立高等学校等における教育活動の指針となる3つの方針で、育
成をめざす資質・能力に関する方針、教育課程に関する方針（特色ある
教育課程）、入学者の受入れに関する方針（志願してほしい生徒像）。

※７【ヤングケアラー】
　本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話、介護、感情面
のサポートなどを日常的に行っている１８歳未満の子どもをいう。

※８【ローカル５Ｇ】
　携帯電話事業者による一般向け５Ｇサービスとは別に、地域や産業の個
別ニーズに応じて地域の企業や自治体等が、自らの建物内や敷地内でス
ポット的に柔軟に構築可能な５Ｇネットワーク。

※９【次世代シーケンサー】
　新型コロナウイルスの遺伝配列を高速で網羅的に解読できる機器。

用　語　解　説

（3）とくしま県議会だより



とくしま県議会だより（4）

　県議会では、目の不自由な方に、県議会の活動をより
知っていただくため、「県議会だより」の録音版（カセッ
ト・ＣＤ）・点字版を発行しています。
　ご希望の方は、次のところへご連絡ください。

　なお、県議会ホームページに、県議会だよりのPDF版
に加え、音声版も掲載していますので、ご利用ください。

　県議会のホームページでは、本会議の模様を生中継及び録画配信していますが、令和３年６月
定例会からは、インターネット動画配信サイト「YouTube」（ユーチューブ）を利用して配信す
ることになりました。
　県議会ホームページからはもちろん、YouTubeからも検索可能ですので、是非「徳島県議会
公式チャンネル」をご覧ください。

○インターネット中継は、パソコンのほか、スマートフォンやタブレット端末でご覧いただけます。
○本会議開会中の生中継だけでなく、過去４年分の録画映像も視聴できます。
○代表・一般質問の前日に、質問項目と要旨（予定）を
　県議会ホームページに掲載しています。

※日程は予定であり、変更する場合があります。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、「本会議の傍聴」及び「委員会の視聴」
の自粛をお願いする場合があります。

議会日程

令
和
３
年
９
月

定
例
会
の
日
程

　  ●福島小学校（徳島市）
　  ●藍住町手をつなぐ育成会

県議会の見学者等

●この広報紙は市役所､ 町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のふれあいセンター､ 県議会事務局でお渡ししています。

正解者の中から抽選で10名様に、
「徳島県産あきさかり」（５㎏）をプレゼントいたします。

●応募方法：はがき、電子メール又はファクシミリでクイズの答え、住所、氏名、
電話番号、「とくしま県議会だより」についての感想を記入の上、
次の宛先までお送りください。

　　　　　　　※ご応募は、お一人につき１通までとさせていただきます。
●応 募 先：〒770–8570（住所記入不要）
　　　　　　　徳島県議会事務局 政策調査課
　　　　　　　メールアドレス：tokushimakengikaidayori@pref.tokushima.jp
　　　　　　　※メールアドレスが新しくなりました。
　　　　　　　ファクシミリ：088–655–2530
●締　　切：令和３年９月30日（木）消印有効
　　　　　　　（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。）
※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

議員全員で行う会議を「本会議」といいますが、本会議を行
うのは議事堂内の何という場所でしょうか。

①大会議室　　②委員会室　　③議場

10名様に
プレゼント

徳島県産
あきさかり（５㎏）
稲穂を持つ「すだちくん」が目印！徳島
県の奨励品種のお米で、ほどよい粘りと
ほのかな甘みが特徴です。
おにぎりや炊き込み
ごはんにすると
ふっくらとして
おいしくいただ
けます。

【提供】
全国農業協同組合連合会
徳島県本部

Ｑ
議会クイズ

議場紹介 　県議会は、県庁舎の東隣にある議事堂で会議をしています。
　本会議を行う場所を「議場」と言い、議事堂の３階にあります。
また、本会議を直接見ることができる傍聴席は、４階にあります。

本会議はここで行っています

本会議のインターネット中継「YouTube」で配信！！ 県議会だより「録音版」「点字版」を
発行しています

連絡先
障がい者交流プラザ　視聴覚障がい者支援センター
TEL：088–631–1400

壁にはすだちの花をあしらった
藍染めクロスを用い、天井の照
明は鳴門の渦潮をモチーフにす
るなど徳島ならではの装飾がな
されています。

ヒントは
紙面上に
あります！

徳島県議会

１

５ ５
２

３

４

傍聴席から見た議場

６
７

議長席から見た議場

議長席１
ここに議長が座って、会議を進めます。

議員が質問したり、知事や県のそれぞれの仕事を
する代表（県幹部）が説明したりするところです。

２ 演壇

議長の補佐をする、議会事務局長が座ります。
４ 議会事務局長席

会議の様子を取材するテレビや新聞の記者のため
の席です。

６ 記者席

県議会議員が座ります。
座る席は決まっています。

３ 議席

知事をはじめ、県幹部が座ります。
５ 理事者席

傍聴といって、議会の様子を直接見る方のための
席で、記者席・傍聴席を合わせて185席あります。
車いすの方の席も４席あります。

７ 傍聴席

９月６日………………… 常任委員会
９月８,９日 …………… 特別委員会
９月10日 ……………… 本会議（開会）
９月16日 ……………… 本会議（代表・一般質問）
９月17日 ……………… 本会議（一般質問）
９月22，24，27，28日 … 常任委員会
９月29，30日 ………… 特別委員会
10月５日 ……………… 本会議（閉会）

徳島県議会
公式チャンネルはこちら




